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は
じ
め
に

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
日
本
で
は
学
校
教
師
に
対
す
る
見
方
が
大
き
く
変
わ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
戦
前
の
「
尊
敬
」
と

「
敬
意
」
の
目
を
も
っ
て
の
見
方
か
ら
、「
批
判
」
と
「
不
信
」
の
目
を
も
っ
て
の
見
方
に
。
こ
の
傾
向
は
特
に
、
日
本
が
高
度

経
済
成
長
を
遂
げ
た
一
九
七
〇
年
代
以
降
顕
著
で
あ
る
と
の
印
象
を
受
け
る
。
そ
の
理
由
は
一
つ
に
は
、
情
報
公
開
が
進
ん
で

教
師
に
よ
る
数
々
の
不
祥
事
が
明
る
み
に
出
始
め
た
か
ら
で
は
あ
る
が
、
そ
の
他
に
、
戦
前
は
儒
教
の
影
響
が
強
く
て
、「
師

に
対
す
る
尊
崇
の
念
」
を
も
つ
こ
と
が
当
た
り
前
で
あ
っ
た
の
に
、
戦
後
は
そ
う
し
た
態
度
は
弱
く
な
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き

る
。
そ
れ
以
上
に
、
戦
後
は
日
本
社
会
が
学
校
や
教
師
に
対
す
る
価
値
意
識
を
低
下
さ
せ
た
こ
と
に
も
原
因
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。
し
か
し
、
他
方
で
教
師
に
対
し
て
倫
理
性
を
求
め
る
声
も
根
強
い
。「
教
育
問
題
の
根
源
は
教
師
に
あ
る
」
と
い
う
考

え
も
あ
る
が
、
教
師
問
題
が
解
決
す
れ
ば
教
育
問
題
は
全
て
解
決
す
る
と
は
必
ず
し
も
言
い
切
れ
な
い
。
だ
が
、
教
師
の
質
が

向
上
す
れ
ば
、
教
育
問
題
は
あ
る
程
度
改
善
さ
れ
る
と
期
待
さ
れ
る
。
明
治
時
代
以
降
の
日
本
の
教
師
観
を
た
ど
り
、
教
師
の

倫
理
向
上
の
可
能
性
は
ど
こ
に
求
め
ら
れ
る
か
を
探
っ
た
。

Ⅰ

時
代
の
変
遷
と
教
師
観

（
一
）
江
戸
時
代
以
前
の
教
育

室
町
時
代
か
ら
戦
国
時
代
に
か
け
て
、
主
に
武
将
の
子
ど
も
が
寺
院
に
預
け
ら
れ
て
読
み
書
き
や
躾
の
教
育
を
受
け
た
。
こ

れ
を
「
子
供
の
寺
入
り
」
と
言
う
が
、
こ
の
教
育
形
式
が
一
般
の
武
士
や
一
部
の
町
人
に
も
広
が
っ
た
」（
山
田
、
貝
塚
、
八

モラロジー研究 No.60,2007



頁
）。
こ
れ
が
、
江
戸
時
代
に
発
達
し
た
初
等
教
育
機
関
「
寺
子
屋
」

関
東
地
方
で
は
「
手
習
所
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
か

っ
た
）の
起
こ
り
で
あ
る
。

欧
米
の
中
世
で
も
教
会
や
修
道
院
が
聖
職
者
養
成
の
た
め
に
付
属
の
学
校
を
発
達
さ
せ
た
り
、
宗
教
改
革
に
よ
っ
て
新
教
・

旧
教
側
共
に
学
校
教
育
に
力
を
入
れ
た
（
田
中
編
著
、
七
九
｜
八
四
頁
）。
新
教
側
は
誰
で
も
聖
書
が
読
め
る
よ
う
に
と
初
等

教
育
に
力
を
注
ぎ
、
旧
教
側
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
外
に
旧
教
を
学
校
教
育
に
よ
っ
て
広
め
る
た
め
に
学
校
を
作
り
、
教
師
養
成
も

行
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
過
去
の
一
定
の
時
期
に
は
、
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
宗
教
団
体
（
聖
職
者
）
が
学
校
教
育
に
関
わ
っ
て
い
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
教
師
は
聖
職
者
で
あ
る
べ
き
だ
と
い
う
教
師
観
が
発
生
し
た
。
そ
の
こ
と
が
今
で
も
人
々
の
意
識
に
根
強
く

残
っ
て
い
る
こ
と
に
、
教
師
聖
職
者
観
の
第
一
の
源
泉
が
あ
る
。

（
二
）
江
戸
時
代
か
ら
明
治
初
期
ま
で

寺
子
屋
・
私
塾
の
師
匠
、
天
職

天
下
が
統
一
さ
れ
て
社
会
が
安
定
し
た
江
戸
時
代
に
は
、
寺
子
屋
が
発
達
し
た
。
規
模
は
小
さ
い
が
、
幕
末
に
は
そ
の
数
は

一
万
五
千
以
上
あ
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
師
匠
は
僧
侶
、
神
主
神
官
、
浪
人
武
士
や
、
知
識
を
身
に
つ
け
た
町
人
な

ど
だ
っ
た
。
武
士
だ
け
で
は
な
く
、
生
活
上
の
必
要
か
ら
町
民
や
余
裕
の
あ
る
農
民
の
子
供
も
字
を
学
び
に
寺
子
屋
に
行
っ

た
。
さ
ら
に
は
、
よ
り
高
度
の
学
問
を
教
授
す
る
私
塾
も
発
達
し
た
。
そ
こ
で
の
教
師
は
「
師
匠
」
と
呼
ば
れ
た
。
特
に
私
塾

の
師
匠
は
単
に
文
字
や
学
問
を
教
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
人
間
と
し
て
の
生
き
る
べ
き
「
道
」
を
体
現
す
る
者
と
見
な
さ
れ
て

い
た
。
こ
れ
は
「
師
匠
的
教
師
」（
陣
内
、
一
一
二
頁
）
と
で
も
表
現
で
き
る
。
師
匠
た
ち
は
自
ら
の
仕
事
を
お
金
を
取
っ
て

教
え
る
「
職
業
」
と
は
見
ず
、
天
か
ら
与
え
ら
れ
た
神
聖
な
職
務
、
す
な
わ
ち
「
天
職
」
と
考
え
て
い
た
。
師
匠
は
弟
子
か
ら
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謝
礼
と
し
て
の
米
や
野
菜
な
ど
を
も
ら
っ
て
何
と
か
生
計
を
維
持
し
て
い
た
。

日
本
の
伝
統
に
お
い
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
文
化
財
は
道
の
顕
現
と
み
ら
れ
て
お
り
、
…
…
文
化
財
の
伝
達
は
、
…
…
道
の
体

現
者
と
し
て
の
教
師
を
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
可
能
と
さ
れ
て
い
る
」（
皇
、
六
四
頁
。
傍
線
は
引
用
者
）
の
で
あ
る
。

日
本
で
の
中
世
以
来
初
等
用
教
科
書
と
し
て
用
い
ら
れ
た
『
童
子
教
』
に
「
師
は
三
世
の
契
、
祖
は
一
世
の

、
弟
子
七
尺
去

っ
て
師
の
影
を
踏
む
可
か
ら
ず
」
と
あ
る
。
儒
教
の
影
響
が
明
ら
か
で
あ
る
。

職
人
の
教
育
法
や
教
育
シ
ス
テ
ム
は
、
徒
弟
制
度
や
内
弟
子
制
度
に
よ
っ
た
が
（
辻
本
、
一
五
八
｜
九
頁
）、
そ
こ
で
も
師

匠
は
心
や
技
を
体
現
し
て
お
り
、
弟
子
は
技
だ
け
で
は
な
く
師
匠
の
す
べ
て
を
見
習
う
こ
と
を
求
め
ら
れ
た
。
弟
子
は
「
素
直

さ
」
や
「
我
執
を
去
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
師
匠
を
「
見
習
い
」、「
写
し
取
る
」
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
（
辻
本
、
一
七
二
｜
三

頁
）
の
で
あ
る
。

明
治
初
期
に
「
学
制
」
に
よ
っ
て
西
洋
的
な
近
代
的
学
校
が
作
ら
れ
た
時
学
校
教
師
が
大
量
に
不
足
し
た
の
で
、
政
府
は
主

に
寺
子
屋
や
私
塾
の
師
匠
を
学
校
教
師
に
任
用
し
た
。
従
っ
て
、
初
期
の
学
校
教
師
の
意
識
は
江
戸
時
代
と
同
じ
「
天
職
」
だ

っ
た
。「
明
治
前
期
に
お
け
る
教
師
は
、
…
…
一
種
の
聖
職
選
職
と
し
て
う
け
と
っ
て
い
た
。
否
教
師
を
職
業
と
し
て
見
る
と

い
う
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
強
い
て
云
う
な
ら
ば
天
職
と
名
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
」（
唐
澤
、
七
一
頁
）。

こ
の
よ
う
に
、
師
匠
や
天
職
と
い
う
意
識
の
中
に
、
教
師
聖
職
者
観
の
第
二
の
源
泉
が
あ
る
。「
寺
子
屋
は
も
と
も
と
、
師
匠

の
好
学
な
い
し
自
発
性
に
基
づ
い
て
開
設
さ
れ
た
、
い
わ
ば
師
匠
中
心
の
、
し
た
が
っ
て
個
人
単
位
の
教
育
機
関
で
あ
り
、
師

弟
の
結
合
、
離
散
は
も
っ
ぱ
ら
師
匠
の
人
格
や
識
見
に
依
存
し
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
が
、
こ
の
こ
と
は
、『
学
制
』
時
代
の

小
学
校
お
よ
び
そ
の
教
員
の
場
合
に
も
決
し
て
例
外
で
は
な
い
」（
海
原
、
二
九
頁
）
の
で
あ
る
。
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（
三
）
明
治
中
期
（
森
有
礼
文
部
大
臣
の
師
範
学
校
改
革
）
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
ま
で

近
代
学
校
の
教
師

と
こ
ろ
が
、
学
校
教
師
の
養
成
機
関
「
師
範
学
校
」
が
整
備
さ
れ
て
い
く
に
つ
れ
、
教
師
の
仕
事
を
、
授
業
料
を
徴
収
し
て

そ
の
対
価
と
し
て
知
識
技
術
を
教
え
る
、
そ
の
こ
と
を
日
常
の
職
業
と
す
る
「
学
校
教
師
」
が
形
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
社
会
一
般
は
教
師
に
依
然
と
し
て
聖
職
者
と
し
て
の
教
師
観
を
求
め
つ
づ
け
た
の
で
、
そ
こ
に
人
々
の
意
識
と
実
態

に
は
ズ
レ
が
生
じ
た
。
そ
こ
に
も
と
も
と
無
理
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。「
資
本
主
義
時
代
と
な
る
や
、
天
職
と
い
う
前
近
代
的

資
本
主
義
以
前
の
観
念
は
、
次
第
に
社
会
観
念
と
の
矛
盾
を
見
出
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
」（
唐
澤
、
七
一
頁
）。「
寺
子
屋

の
場
合
に
は
生
徒
は
師
匠
を
選
択
す
る
自
由
を
も
っ
て
い
る
が
、
近
代
学
校
の
場
合
に
お
い
て
は
、
生
徒
は
あ
る
程
度
学
校
を

選
択
す
る
自
由
を
も
つ
の
み
で
、
入
校
後
は
教
師
を
選
択
す
る
自
由
を
も
っ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
寺
子
屋
師
匠

と
現
代
教
師
と
そ
の
性
格
を
異
に
す
る
本
質
的
分
岐
点
が
考
え
ら
れ
よ
う
」（
唐
澤
、
二
｜
三
頁
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ

の
分
岐
点
は
、
師
範
学
校
令
（
明
治
一
九
年
）
の
成
立
に
よ
り
、
師
範
教
育
が
整
備
さ
れ
体
制
が
整
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

学
校
教
師
が
職
業
と
し
て
成
立

寺
子
屋
の
本
質
的
特
質
は
、
師
匠
が
あ
っ
て
寺
子
が
集
ま
っ
て
く
る
と
い
う
師
匠
中
心
主
義
」
だ
っ
た
が
、
近
代
学
校
で

は
「
ま
ず
学
校
が
あ
っ
て
教
師
が
任
用
さ
れ
る
と
い
う
制
度
中
心
の
も
の
」（
唐
澤
、
二
頁
）
だ
っ
た
。
学
校
教
師
は
知
識
や

技
術
を
効
率
よ
く
子
ど
も
に
伝
え
る
職
工
と
し
て
の
位
置
付
け
が
求
め
ら
れ
た
。
一
七
世
紀
の
教
育
思
想
家
コ
メ
ニ
ウ
ス
の
言

う
「
紙
」
で
あ
る
子
ど
も
の
心
に
知
識
を
印
刷
す
る
印
刷
工
だ
っ
た
の
で
あ
る
（
コ
メ
ニ
ウ
ス
①
②
）。

子
ど
も
が
公
立
学
校
に
通
う
場
合
、
学
校
を
選
択
で
き
な
い
。（
し
か
し
、
儒
教
的
な
雰
囲
気
が
あ
る
な
か
で
は
）
教
師
は

尊
敬
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
生
徒
に
選
ば
れ
る
わ
け
で
は
な
い
教
師
は
、
生
徒
に
選
択
さ
れ
た
と
同
じ
よ
う
に
、
選
択
に
値

日本の教師観の変遷と現代教師観の課題（上)



す
る
道
徳
的
な
教
師
に
な
る
こ
と
を
国
家
に
求
め
ら
れ
た
。

明
治
一
四
年
六
月
「
小
学
教
員
心
得
」（
文
部
省
通
達
）
の
第
一
条
に
は
、

「
人
ヲ
導
キ
テ
善
良
ナ
ラ
シ
ム
ル
多
識
ナ
ラ
シ
ム
ル
ニ
比
ス
レ
バ
更
ニ
緊
要
ナ
リ
ト
ス
、
故
ニ
教
員
タ
ル
者
ハ
殊
ニ
道
徳

ノ
教
育
ニ
力
ヲ
用
ヒ
、
生
徒
ヲ
シ
テ
皇
室
ニ
忠
ニ
シ
テ
国
家
ヲ
愛
シ
、
父
母
ニ
孝
ニ
シ
テ
上
長
ヲ
敬
シ
、
朋
友
ニ
信
ニ
シ

テ
卑
幼
ヲ
慈
シ
、
及
自
己
ヲ
重
ン
ズ
ル
等
凡
テ
人
倫
ノ
大
道
ニ
通
暁
セ
シ
メ
、
且
常
ニ
己
カ
身
ヲ
以
テ
之
ガ
模
範
ト
ナ

リ
、
生
徒
ヲ
シ
テ
徳
性
ニ
薫
染
シ
、
感
化
セ
シ
メ
ン
事
ヲ
務
ム
ベ
シ
」

と
あ
る
。

教
員
は
明
治
初
期
の
国
家
近
代
化
路
線
に
貢
献
で
き
る
と
い
う
考
え
の
下
、
天
下
国
家
を
論
ず
る
傾
向
が
強
か
っ
た
の
で
、

自
由
民
権
運
動
に
走
り
勝
ち
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
す
る
対
策
と
し
て
、
明
治
一
四
年
七
月
文
部
省
は
「
学
校
教
員
品
行
検
定

規
則
」
を
発
布
し
た
。
そ
の
前
文
に
は
、「
教
育
令
第
三
七
条
但
書
教
員
品
行
ノ
儀
ハ
別
紙
規
則
ニ
拠
リ
検
定
可
致
此
旨
相
達

候
事
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
、
教
員
不
品
行
の
条
項
に
は
「
懲
役
者
若
ク
ハ
禁
獄
若
ク
ハ
鎖
錮
ノ
刑
ヲ
受
ケ
タ
ル
者
」「
前
款
ノ

刑
ヲ
受
ケ
…
…
」「
身
代
限
ノ
処
分
ヲ
受
ケ
未
タ
弁
償
ノ
義
務
ヲ
終
ヘ
サ
ル
者
」「
荒

暴
激
等
総
テ
教
員
タ
ル
ノ
面
目
ニ
関
ス

ル
汚
行
ア
ル
者
」
は
教
員
不
採
用
、
解
職
、
師
範
学
校
卒
業
証
書
お
よ
び
教
員
免
許
状
の
没
収
な
ど
の
厳
し
い
処
分
を
う
け
る

（
海
原
、
一
〇
〇
頁
）
と
警
告
し
て
い
る
。
同
時
に
文
部
省
は
「
小
学
校
教
員
免
許
状
授
与
方
心
得
」
を
改
正
し
、
第
六
条
で

「
品
行
不
正
ニ
因
リ
テ
其
職
ヲ
解
罷
ス
ル
ト
キ
ハ
免
許
状
ヲ
没
収
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
」
と
規
定
し
た
。

そ
も
そ
も
西
洋
的
な
近
代
学
校
が
作
ら
れ
た
時
代
背
景
は
、
欧
米
先
進
国
の
圧
力
と
脅
威
の
前
で
、
明
治
政
府
が
日
本
と
い
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う
国
を
西
洋
諸
国
並
み
の
近
代
国
家
に
す
る
た
め
の
政
策
と
し
て
学
校
教
育
制
度
の
整
備
を
、
税
金
制
度
、
徴
兵
制
度
と
並
ん

で
緊
急
課
題
の
一
つ
と
し
て
位
置
付
け
た
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
富
国
強
兵
、
殖
産
興
業
政
策
と
し
て
国
民
の
知
識
や
技
術

の
水
準
を
上
げ
て
優
秀
な
労
働
力
と
兵
力
の
供
給
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。
同
時
に
、
西
欧
列
国
と
対
等
に
付
き
合
う
た
め
に
、

幕
末
ま
で
続
い
た
「
お
ら
が
邦
」「
藩
」
と
い
う
意
識
か
ら
、「
藩
を
超
え
た
国
家
意
識
の
形
成
と
国
民
と
し
て
の
自
覚
が
ま
ず

求
め
ら
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
」（
山
田
、
貝
塚
、
一
七
頁
）。
明
治
一
〇
〜
二
〇
年
代
前
半
に
は
、
旧
武
士
階
級
が
学
校
教
師
に

な
る
傾
向
が
強
く
な
っ
た
。
学
校
教
師
の
仕
事
は
、
社
会
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
国
家
社
会
の
建
設
に
直
接
役
立
つ
と
い
う
意
識

を
も
て
た
か
ら
で
あ
る
。
士
族
的
教
師
（
陣
内
、
一
一
三
頁
）
の
登
場
で
あ
る
。
し
か
し
結
局
、
学
校
教
師
の
本
質
は
知
識
技

術
を
教
え
込
む
、
刷
り
込
む
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・
マ
シ
ン
で
あ
っ
た
。

教
師
は
、
国
の
要
請
に
応
え
て
、
近
代
国
家
建
設
と
い
う
使
命
感
に
燃
え
、
社
会
に
役
立
つ
人
材
を
作
る
と
い
う
社
会
的
役

割
や
存
在
意
義
を
感
じ
て
教
育
に
当
た
っ
て
い
た
。
他
方
政
府
や
言
論
人
は
国
民
に
対
し
て
、
学
校
に
行
く
こ
と
は
個
人
と
し

て
の
立
身
出
世
に
つ
な
が
る
と
強
調
し
た
（「
学
制
」
被
仰
出
書
、
福
沢
諭
吉
「
学
問
の
す
ゝ
め
」
な
ど
）。

師
範
タ
イ
プ
の
教
師

時
代
的
に
は
、
明
治
二
〇
年
代
後
半
に
な
っ
て
日
清
戦
争
以
降
日
本
経
済
は
急
速
に
発
展
し
、
教
師
は
政
治
活
動
か
ら
隔

離
・
統
制
さ
れ
て
、「
教
師
固
有
」
の
役
割
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
士
族
出
身
者
は
教
師
世
界
か
ら
退
去

し
て
政
界
や
実
業
界
で
の
成
功
に
走
り
、
そ
れ
に
代
わ
っ
て
農
民
出
身
者
が
学
校
教
師
に
な
る
割
合
が
多
く
な
っ
た
（
陣
内
、

一
一
四
頁
）。
師
範
学
校
の
授
業
料
は
不
要
の
う
え
、
兵
役
が
短
期
間
で
済
む
な
ど
の
恩
恵
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
農
家
の
次

男
三
男
に
魅
力
的
だ
っ
た
の
で
あ
る
。さ
ら
に
、
こ
の
時
代
の
教
師
の
特
徴
は
、
森
有
礼
初
代
文
部
大
臣
の
指
揮
に
よ
っ
て
師
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範
学
校
が
整
備
さ
れ
、
師
範
タ
イ
プ
の
教
師
像
が
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。
森
は
教
師
を
「
教
育
の
僧
侶
」
と
位
置
付
け
た
が
、

現
実
の
教
師
の
特
徴
は
、
正
直
、
ま
じ
め
と
い
う
反
面
、
偽
善
的
、
卑
屈
と
い
う
傾
向
が
あ
っ
た
。

嘉
納
治
五
郎
（
東
京
高
等
師
範
学
校
校
長
、
講
道
館
柔
道
創
設
者
）
は
昭
和
六
年
五
月
三
一
日
の
講
演
で
、「
森
が
順
良
・

信
愛
・
威
重
の
三
綱
領
を
標
榜
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
教
育
が
機
械
に
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
仏
帽
と
い

う
兵
隊
帽
を
か
ぶ
せ
、
生
徒
を
兵
隊
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
兵
隊
の
場
合
に
は
頭
は
な
く
と
も
一
命
の
も
と
に
多
勢
を
動

か
す
為
め
に
専
制
的
に
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
し
か
る
に
こ
れ
を
教
育
の
中
に
と
り
入
れ
る
こ
と
は
と
ん
で
も
な
い
間
違
い
で
あ

る
…
…
森
の
行
き
方
は
内
面
か
ら
の
精
神
教
育
を
し
な
い
で
、
軍
人
の
如
く
に
型
に
は
め
て
い
る
。
そ
こ
に
魂
が
入
っ
て
い
な

い
理
由
が
あ
る
」（
加
藤
仁
平
『
師
範
教
育
史
資
料
』
名
家
談
叢
）（
唐
澤
、
五
一
｜
二
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

同
様
に
、「
師
範
タ
イ
プ
と
云
え
ば
…
…
偽
善
的
で
あ
り
、
仮
面
を
か
ぶ
っ
た
聖
人
的
な
性
格
を
も
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た

…
…
卑
屈
で
あ
り
、
融
通
性
の
き
か
ぬ
」（
唐
澤
、
五
五
頁
）、「
師
範
タ
イ
プ
と
は
、
ま
じ
め
、
着
実
、
親
切
な
ど
の
長
所
を

も
つ
反
面
」、
一
般
に
は
内
向
的
、
偽
善
的
、
融
通
が
き
か
な
い
と
い
っ
た
否
定
的
な
意
味
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
の
方
が
多
い

（
山
田
、
貝
塚
、
八
四
頁
）、
と
い
う
評
価
が
あ
る
。

ま
た
森
は
師
範
教
育
に
軍
隊
式
教
育
を
取
り
入
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
学
校
に
体
罰
肯
定
の
風
土
を
醸
し
出
し
た
。「
師
範
生

を
し
て
卑
屈
た
ら
し
め
た
も
の
は
、
森
の
師
範
生
徒
秘
密
忠
告
法
の
奨
励
で
あ
る
」（
唐
澤
、
五
八
頁
）、「
師
範
学
校
に
お
け

る
上
級
生
と
下
級
生
と
の
間
の
階
級
制
が
極
端
で
あ
っ
た
」（
唐
澤
、
五
九
頁
）
と
い
う
。
野
口
援
太
郎
も
「
師
範
教
育
の
變

遷
」（
大
正
一
一
年
）
に
お
い
て
、「
日
々
の
兵
式
教
練
」「
寄
宿
舎
の
生
活
…
…
兵
營
そ
の
儘
」「
寄
宿
舎
の
空
氣
は
益
々
軍
隊

化
し
て
仕
舞
っ
た
」（
寺
崎
、
三
八
六
｜
八
頁
）
と
述
べ
て
い
た
。
戦
前
の
学
校
で
体
罰
が
行
わ
れ
て
い
た
背
景
の
一
つ
で
あ

る
。
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大
正
時
代
に
は
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
影
響
で
、
子
ど
も
を
中
心
に
考
え
よ
う
と
す
る
新
教
育
運
動
も
起
こ
っ
た
が
、
軍
部

の
台
頭
に
よ
っ
て
そ
の
運
動
は
衰
退
し
、
結
局
、
第
二
次
世
界
大
戦
終
了
ま
で
こ
の
師
範
タ
イ
プ
の
教
師
像
が
学
校
で
は
主
流

を
占
め
て
い
た
。

（
四
）
第
二
次
世
界
大
戦
後

労
働
者
論
、
聖
職
者
論
、
専
門
職
論
（
セ
ミ
専
門
職
論
）

戦
後
、
労
働
運
動
が
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
て
教
師
も
労
働
運
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
昭
和
二
七
年
（
一
九
五
二
年
）、
小

中
学
校
教
員
の
労
働
組
合
で
あ
る
日
本
教
職
員
組
合
が
、「
教
師
の
倫
理
綱
領
」
を
採
択
し
、
教
師
は
時
間
に
よ
っ
て
働
く

「
労
働
者
で
あ
る
」
と
宣
言
し
た
。

こ
れ
を
批
判
し
て
、「
教
師
は
聖
職
者
で
あ
る
べ
き
だ
」
と
す
る
聖
職
者
論
が
強
調
さ
れ
る
一
方
、
教
師
の
待
遇
改
善
と
教

師
に
対
す
る
尊
敬
獲
得
の
根
拠
と
し
て
「
教
師
は
専
門
職
で
あ
る
」
と
す
る
「
教
師
専
門
職
論
」
が
登
場
し
、
三
説
入
り
乱
れ

て
論
戦
と
な
っ
た
。
基
本
的
に
は
、
今
で
も
こ
の
三
論
が
並
存
し
て
い
る
。

国
際
的
に
見
る
と
、
昭
和
四
一
年
（
一
九
六
六
年
）
に
「
教
師
は
専
門
職
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
だ
」
と
す
る
「
Ｉ
Ｌ
Ｏ
・
ユ

ネ
ス
コ

教
員
の
地
位
に
関
す
る
勧
告
」
が
出
さ
れ
た
の
で
、
ど
こ
の
国
で
も
教
師
は
専
門
職
だ
と
す
る
見
方
が
強
調
さ
れ
て

い
る
。し
か
し
、
逆
に
言
え
ば
、
ど
こ
の
国
で
も
教
師
は
専
門
職
と
は
見
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、
そ
う
し
た
勧
告

が
出
た
と
も
解
釈
で
き
る
。
勧
告
の
中
心
部
分
に
は
専
門
職
と
み
な
さ
れ
る
た
め
の
条
件
が
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

６

教
育
の
仕
事
は
専
門
職
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

８

教
員
の
労
働
条
件
は
、
効
果
的
な
学
習
を
最
も
よ
く
促
進
し
、
教
員
が
そ
の
職
業
的
任
務
に
専
念
す
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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73

倫
理
綱
領
な
い
し
行
動
綱
領
は
教
員
団
体
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

87

教
員
が
そ
の
専
門
的
職
務
に
専
念
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
学
校
に
は
授
業
以
外
の
業
務
を
処
理
す
る
補
助
職
員

を
配
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

114

教
員
の
地
位
に
影
響
す
る
様
々
な
要
因
の
な
か
で
も
、
給
与
は
と
く
に
重
要
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
ら
の
条
件
は
そ
の
後
日
本
で
は
満
た
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
の
で
、
専
門
職
論
が
成
立
し
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。

国
際
的
に
も
同
様
で
あ
る
。事
実
、
こ
の
勧
告
が
十
分
に
生
か
さ
れ
て
い
な
い
と
し
て
三
〇
年
後
の
平
成
八
年

一
九
九
六
年
）、

ユ
ネ
ス
コ
は
第
四
五
回
国
際
教
育
会
議
（
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
）
に
お
い
て
、
再
び
同
様
に
「
教
師
の
役
割
と
地
位
に
関
す
る
勧
告
」

を
出
し
、
勧
告
七
で
「
教
師
の
地
位
と
労
働
条
件
の
改
善
の
た
め
の
戦
略
と
し
て
の
教
職
の
専
門
化
」
と
述
べ
て
い
る
。

日
教
組
が
左
翼
に
偏
向
し
て
い
る
と
し
て
新
た
に
対
抗
し
て
作
ら
れ
た
教
員
の
組
織
で
あ
る
「
全
日
本
教
職
員
連
盟
」
は
昭

和
五
九
年
（
一
九
八
四
年
）
に
綱
領
を
採
択
し
、
以
下
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
・
ユ
ネ
ス
コ
の
勧
告
に
近
い
内
容
を
盛

り
込
ん
で
い
る
。

二
項

一

わ
れ
わ
れ
は
、
教
育
専
門
職
と
し
て
の
使
命
を
自
覚
し
、
健
全
な
青
少
年
の
育
成
に
努
め
る
。

四
項

一

わ
れ
わ
れ
は
、
教
職
員
の
社
会
的
・
経
済
的
地
位
と
資
質
の
向
上
に
努
め
る
。

経
済
的
冷
遇

専
門
職
成
立
の
条
件
の
一
つ
に
「
経
済
的
待
遇
」
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
教
師
は
明
治
初
期
以
来
一
貫
し
て
経
済
的
に
冷
遇
さ

れ
て
き
た
。
も
っ
と
も
、
そ
の
事
情
は
先
進
国
で
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
優
先
の
傾
向
が
あ
り
、
教

員
の
待
遇
は
著
し
く
低
い
が
、
日
本
の
教
師
待
遇
も
決
し
て
よ
い
と
は
言
え
な
い
。
そ
れ
は
、
社
会
全
般
が
教
師
を
専
門
職
と
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し
て
で
は
な
く
「
知
識
技
術
を
伝
達
す
る
単
な
る
技
術
者
」
と
し
て
し
か
見
て
い
な
か
っ
た
こ
と
と
、
生
産
活
動
に
直
接
携
わ

っ
て
富
を
生
み
出
す
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
経
済
優
先
思
想
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。

特
に
明
治
末
期
か
ら
大
正
前
期
に
か
け
て
、
教
員
の
社
会
的
地
位
が
著
し
く
低
下
し
た
。
そ
れ
は
、
師
範
学
校
の
教
授
内

容
・
方
法
の
画
一
化
、
定
型
化
に
よ
っ
て
知
識
を
伝
達
す
る
技
術
者
と
し
て
の
教
員
の
養
成
を
め
ざ
し
た
こ
と
が
影
響
し
て
い

る
。
教
員
、
師
範
学
校
生
徒
の
視
野
を
学
校
内
に
閉
じ
込
め
、
社
会
情
勢
に
疎
い
、
受
動
的
思
考
様
式
に
は
め
込
ん
で
行
っ

た
。
政
府
は
師
範
教
育
の
整
備
を
推
進
す
る
一
方
、
師
範
学
校
を
教
員
養
成
と
い
う
職
業
訓
練
的
な
地
位
へ
と
低
下
せ
し
め
、

制
度
や
規
則
に
拘
束
さ
れ
た
形
式
主
義
的
な
〞
錬
成
〝
の
場
と
し
て
い
く
過
程
（
北
上
、
二
五
頁
）
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら

に
女
性
を
低
賃
金
で
大
量
に
教
師
と
し
て
雇
い
始
め
た
こ
と
も
、
教
師
の
待
遇
低
下
に
拍
車
を
か
け
た
。
こ
れ
も
欧
米
で
も
同

じ
現
象
が
見
ら
れ
る
。と
言
う
よ
り
も
、
日
本
は
欧
米
の
政
策
を
真
似
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
て
待
遇
面
か
ら
学
校
教
師
は
尊
敬
・
憧
れ
の
的
に
な
り
え
ず
、
戦
後
専
門
職
論
強
調
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
教
師

が
待
遇
面
で
満
足
で
き
な
い
の
で
、「
自
分
自
身
の
職
業
に
生
き
が
い
を
も
た
な
い
も
の
が
、
ど
う
し
て
児
童
生
徒
に
生
き
が

い
を
も
た
せ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
」（
皇
、
一
二
｜
三
頁
）
と
い
う
主
張
も
出
る
こ
と
に
な
る
。「
理
想
的
な
教
育
活
動
を
行

い
得
る
よ
う
な
環
境
に
、
教
育
者
を
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
先
ず
教
師
の
生
活
を
し
て
、
後
顧
の
憂
い

の
な
い
安
定
し
た
経
済
状
態
に
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
」（
唐
澤
、
二
四
四
頁
）
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
金
銭
の
た
め
に
教
師

を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
言
っ
て
も
、
安
定
し
た
経
済
生
活
が
で
き
な
け
れ
ば
、
モ
チ
ベ
イ
シ
ョ
ン
を
維
持
し
続
け
る
こ

と
は
難
し
い
で
あ
ろ
う
し
、
世
間
一
般
か
ら
も
尊
敬
さ
れ
に
く
い
。

日本の教師観の変遷と現代教師観の課題（上)



（
五
）
教
師
の
専
門
性

日
本
の
教
師
は
事
務
的
な
仕
事
を
多
く
こ
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
と
て
も
専
門
職
と
は
言
え
な
い
。
教
員
は
事
務
員
を
兼

務
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
三
年
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
に

対
す
る
教
育
費
の
公
的
支
出
の
割
合
は
、
日
本
は
加
盟
三
〇
カ
国
中
最
低
で
あ
る
（『
中
国
新
聞
』）。
つ
ま
り
、
事
務
員
が
行

う
べ
き
業
務
も
、
事
務
の
人
件
費
を
節
約
し
て
教
員
に
負
担
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
教
師
と
し
て
の
仕
事
の
部
分
を
み
て
も
、
小
学
校
で
は
全
教
科
を
担
当
す
る
の
で
特
定
の
教
科
の
専
門
家
と
い
う
こ

と
は
言
え
な
い
。
中
学
高
校
の
教
師
は
特
定
の
教
科
を
教
え
る
が
、
学
校
で
教
え
る
教
科
内
容
は
そ
れ
ほ
ど
専
門
性
が
高
い
知

識
で
は
な
い
の
で
、
専
門
性
を
主
張
す
る
に
は
無
理
が
あ
る
。学
校
の
教
師
が
、
塾
の
教
師
や
父
母
に
対
し
て
「
教
育
の
専
門

家
」
を
自
称
し
、
そ
の
専
門
性
を
主
張
し
う
る
根
拠
は
何
か
。「
教
職
の
専
門
性
の
基
盤
は
、
教
師
の
行
う
教
育
活
動
自
体
に

求
め
る
」（
長
島
、
二
二
一
頁
）
よ
り
ほ
か
に
な
い
の
で
は
な
い
か
。

教
師
の
「
専
門
家
」
性
吟
味

教
師
の
専
門
職
化
を
推
進
す
る
と
す
れ
ば
、
専
門
性
を
保
障
す
る
「
基
礎

k
n
o
w
led
g
e
b
a
se

）」
の
存
在
が
証
明
さ
れ
、

教
師
の
職
域
で
機
能
し
て
い
る
専
門
的
知
識
の
領
域
と
構
造
が
解
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
稲
垣
、
久
富
、
二
七
頁
）
の

で
あ
る
。

一
般
に
専
門
職
団
体
に
期
待
さ
れ
る
機
能
と
し
て
、
①
対
内
的
に
は
研
修
活
動
、
メ
ン
バ
ー
の
資
質
向
上
、
職
業
倫
理
の
厳

正
な
維
持
（
メ
ン
バ
ー
の
行
為
の
規
制
・
非
倫
理
的
行
為
の
排
除
・
不
適
格
者
の
除
名
）
を
図
る
こ
と
（
対
内
的
な
自
己
教
育

及
び
自
己
規
制
）、
②
対
外
的
に
は
、
学
問
研
究
の
成
果
と
し
て
の
理
論
や
方
法
を
実
践
し
う
る
条
件
を
つ
く
る
（
対
外
的
な
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自
己
主
張
）（
真
野
等
、
七
頁
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。教
師
集
団
は
こ
の
条
件
も
満
た
し
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。
そ
こ
で
教
師

は
せ
い
ぜ
い
セ
ミ
専
門
職
、
半
（
準
）
専
門
職
と
言
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

佐
藤
学
は
教
師
の
専
門
性
を
以
下
に
吟
味
し
て
い
る
が
、
そ
の
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
と
結
論
付
け
て
い
る
（
佐
藤
ｃ
、

一
一
頁
）。

・
制
度
的
に
「
専
門
家
」
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
な
い

・「
専
門
家
」
と
し
て
の
権
限
や
待
遇
を
与
え
ら
れ
て
い
な
い

・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
授
業
の
創
造
に
お
い
て
専
門
家
と
し
て
の
自
律
性
を
獲
得
し
て
い
な
い

・
専
門
家
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
（
大
学
院
段
階
の
教
育
）
を
保
障
さ
れ
て
い
な
い

・
国
家
機
関
か
ら
自
立
し
た
専
門
家
協
会
を
結
成
し
て
い
な
い
（cf.

医
師
会
、
弁
護
士
会
、
学
会
）

・
専
門
家
協
会
を
主
体
と
す
る
資
格
制
度
や
認
定
制
度
を
形
成
し
て
い
な
い

・
専
門
家
協
会
の
制
定
す
る
倫
理
綱
領
も
定
め
て
い
な
い

学
校
教
育
法
に
よ
れ
ば
、
教
師
に
は
幼
稚
園
教
諭
も
含
ま
れ
る
。
一
般
的
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、
幼
稚
園
の
先
生
に
も
専
門
性

を
求
め
る
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
校
の
教
員
を
合
わ
せ
る
と
約
一
〇
〇
万
人
に
上
る
。
一
般
に

専
門
職
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
医
師
や
弁
護
士
の
資
格
に
比
べ
て
、
教
員
免
許
は
取
得
し
や
す
く
教
師
に
は
比
較
的
簡
単
に

な
れ
る
の
で
、
こ
の
面
か
ら
も
教
師
の
専
門
性
は
主
張
し
に
く
い
。

教
師
と
い
う
職
業
の
困
難
性
、
複
雑
性

教
師
の
仕
事
は
、
人
間
を
相
手
と
す
る
の
で
、
モ
ノ
を
対
象
と
す
る
生
産
労
働
過
程
の
よ
う
に
手
続
き
を
確
定
し
た
り
マ
ニ
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ュ
ア
ル
化
す
る
こ
と
が
難
し
い
。

子
ど
も
た
ち
の
反
応
も
そ
の
時
々
で
変
化
が
あ
り
、
常
に
臨
機
応
変
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。
教
師
一
人
ひ
と
り
が
生
徒
の

反
応
を
敏
感
に
キ
ャ
ッ
チ
し
、
そ
の
意
味
を
く
み
取
っ
て
行
く
、
教
師
の
関
心
・
感
応
・
判
断
の
枠
組
が
重
要
に
な
る
。
裏
を

返
せ
ば
、
人
を
教
え
育
て
る
と
い
う
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
る
教
師
に
は
、「
こ
れ
で
い
い
」
と
い
う
客
観
的
な
規
準
が
な
い
と

い
う
こ
と
。
ま
た
、
教
育
活
動
の
効
果
も
、
生
産
や
販
売
や
モ
ノ
を
介
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
よ
う
に
数
量
的
に
確
定
で
き
る
も
の

で
は
な
い
（
新
井
、
九
四
｜
六
頁
）。

教
師
が
子
ど
も
の
…
…
学
習
活
動
を
指
導
す
る
専
門
家
で
あ
る
た
め
に
は
、
単
に
教
科
の
知
識
と
そ
の
教
授
技
術
の
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
に
と
ど
ま
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
教
科
を
と
お
し
て
未
来
社
会
に
生
き
る
子
ど
も
の
全
人
的
発
達
を
ど
の
よ

う
に
図
る
か
を
見
通
す
こ
と
の
で
き
る
、
広
い
展
望
を
も
っ
た
い
わ
ば
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

教
師
は
、
な
に
よ
り
も
子
ど
も
の
成
長
発
達
（
特
に
能
力
・
個
性
）
と
こ
れ
を
促
す
教
育
の
内
容
と
方
法
に
つ
い
て
、
科
学

的
・
体
系
的
な
高
度
の
知
識
と
技
術
を
習
得
し
た
専
門
家
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
同
時
に
、
こ
の
よ
う
な
教
育
は
結
局
一

人
ひ
と
り
の
子
ど
も
の
多
様
な
能
力
と
具
体
的
状
況
に
そ
く
し
て
進
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
子
ど
も
を
直
接
的
・
個

別
的
・
専
門
的
に
理
解
し
て
い
る
教
師
の
自
主
性
・
主
体
性
が
大
幅
に
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
こ
う
し
て
、
巨

大
な
公
教
育
の
組
織
内
存
在
で
あ
る
現
代
の
教
師
に
と
っ
て
、
自
律
性
が
最
も
重
要
な
専
門
職
の
指
標
と
な
る
。

専
門
職
の
自
律
性

p
ro
fessio

n
a
l a
u
to
n
o
m
y

）
と
は
、
…
…
そ
の
職
務
の
遂
行
に
あ
た
っ
て
専
門
的
事
項
に
つ
い
て
は
自

主
的
な
技
術
と
判
断
を
行
使
す
る
自
由
で
あ
り
、
職
業
行
為
の
基
準
を
集
団
的
に
決
定
す
る
自
由
で
あ
る
」（
真
野
等
、
六
｜

七
頁
）。

こ
の
よ
う
な
広
範
な
自
律
性
は
専
門
職
と
し
て
の
組
織
、
つ
ま
り
専
門
職
団
体

p
ro
fessio

n
a
l a
sso

cia
tio
n

）
に
支
え
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ら
れ
て
は
じ
め
て
可
能
で
あ
り
、
ま
た
適
正
に
行
使
さ
れ
う
る
。
そ
も
そ
も
、
自
律
性
は
個
々
の
専
門
職
者
の
そ
れ
で
あ
る
と

と
も
に
、
否
、
そ
れ
以
上
に
職
業
集
団
と
し
て
の
自
律
性
を
意
味
し
て
い
る
」（
真
野
等
、
七
頁
）。

こ
れ
ら
の
主
張
に
対
し
て
佐
藤
は
、
教
師
の
独
特
の
知
識
や
技
術
・
技
能
と
い
う
多
方
面
の
活
動
に
専
門
性
の
特
徴
を
求
め

る
。そ
れ
は
、
教
師
の
臨
床
的
「
実
践
的
知
識
や
技
能
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
教
師
は
ベ
テ
ラ
ン
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、

個
々
の
複
雑
な
教
育
場
面
で
個
々
の
特
定
の
子
供
た
ち
に
対
し
て
、
知
識
と
経
験
と
勘
を
元
に
し
て
、
複
合
的
総
合
的
に
問
題

を
と
ら
え
、
省
察
と
熟
考
を
重
ね
、
そ
の
場
面
で
最
も
適
切
に
対
応
す
る
よ
う
に
複
合
的
に
判
断
、
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
。
一
人
一
人
の
子
供
に
同
じ
対
応
は
し
な
い
し
、
し
て
も
う
ま
く
い
か
な
い
、
ま
た
対
応
は
一
回
一
回
で
終
わ
り

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
常
に
一
回
一
回
の
教
育
行
為
を
そ
れ
で
善
か
っ
た
か
と
反
省
し
、
そ
の
反
省
を
次
の
場
面
に
生
か
す

よ
う
に
心
掛
け
る
。
こ
う
し
て
教
師
は
教
師
と
し
て
、
い
や
、
人
間
と
し
て
の
全
存
在
を
掛
け
て
反
復
的
な
反
省
を
繰
り
返
し

な
が
ら
子
供
に
対
峙
し
て
い
る
。

専
門
家
と
し
て
の
思
考
に
関
す
る
研
究
は
、『
反
省
的
実
践
家

reflectiv
e p

ra
ctitio

n
er

）』
と
呼
ば
れ
る
新
し
い
教
師

像
を
提
起
し
」、「『
反
省
的
実
践
家
』
と
し
て
の
教
師
は
、『
科
学
的
技
術
の
合
理
的
適
用
』
の
原
理
で
実
践
す
る
の
で
は
な

く
、
実
践
場
面
に
お
け
る
省
察
と
反
省
の
思
考
を
基
礎
と
し
て
、
複
雑
な
問
題
の
解
決
に
生
徒
や
親
や
同
僚
と
協
同
し
て
あ
た

る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
」（
佐
藤
ｂ
、
二
七
頁
）
の
で
あ
る
。

『
反
省
的
実
践
家
と
し
て
の
教
師
』
は
、
教
職
を
高
度
の
専
門
職
と
し
て
規
定
す
る
が
、
そ
の
根
拠
を
科
学
的
な
知
識
や
技

術
に
求
め
る
の
で
は
な
く
、
実
践
場
面
に
お
け
る
省
察
と
反
省
を
通
し
て
形
成
さ
れ
機
能
す
る
実
践
的
な
知
見
と
見
識
に
も
と

め
て
い
る
」（
佐
藤
ｂ
、
三
一
頁
）。

教
師
の
臨
床
的
「
実
践
的
知
識
」
の
特
徴
は
、
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
（
佐
藤
ｃ
、
一
四
八
｜
九
頁
）。
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①
限
ら
れ
た
（
個
々
の
）
文
脈
に
依
存
す
る
経
験
的
知
識
で
あ
る
た
め
に
、
理
論
的
知
識
と
比
べ
る
と
厳
密
性
や
普
遍
性
に

は
乏
し
い
が
、
具
体
的
で
生
き
生
き
と
し
た
知
識
で
あ
り
、
機
能
的
で
柔
軟
な
知
識
で
あ
る
。
こ
の
「
実
践
的
知
識
」
は
、

「
反
省
的
思
考
」
を
通
し
て
既
知
の
事
柄
を
再
発
見
し
た
り
解
釈
し
直
し
て
得
ら
れ
る
「
熟
考
的
知
識

d
elib

era
te
 
k
n
o
w
l-

ed
g
e

）」
と
し
て
性
格
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
特
定
の
子
ど
も
の
認
知
、
特
定
の
教
材
の
内
容
、
特
定
の
教
室
の
文
脈
に
規
定
さ
れ
た
「
事
例
知
識
（ca

se
 
k
n
o
w
l-

ed
g
e

）」
と
し
て
蓄
積
さ
れ
伝
承
さ
れ
て
い
る
の
で
、「
実
践
的
知
識
」
を
形
成
す
る
た
め
に
は
「
事
例
研
究
」（
臨
床
的
研

究
）
が
有
効
で
あ
る

③
特
定
の
学
問
に
還
元
で
き
な
い
総
合
的
な
知
識
で
あ
り
、
実
践
的
な
問
題
の
解
決
を
中
心
と
し
て
複
数
の
領
域
の
知
識
を

統
合
し
、
複
雑
で
複
合
的
な
状
況
の
不
確
実
性
へ
と
立
ち
向
か
う
「
総
合
的
知
識
（in

teg
ra
ted

 
k
n
o
w
led
g
e

）」
と
し
て
性

格
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

④
顕
在
的
な
知
識
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
潜
在
的
な
知
識
と
し
て
も
機
能
し
て
い
る
。

⑤
個
性
的
な
性
格
を
も
つ
「
個
人
的
知
識
（p

erso
n
a
l k

n
o
w
led
g
e

）」
で
あ
り
、
個
人
の
経
験
に
基
礎
を
お
い
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
教
師
の
「
実
践
的
知
識
」
を
高
め
る
た
め
に
は
、
相
互
の
知
識
の
交
流
を
行
う
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
個

人
的
な
実
践
経
験
の
交
流
と
共
有
の
機
会
が
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

佐
藤
に
よ
れ
ば
、「
教
師
の
専
門
的
力
量
と
は
何
か
」
と
い
う
問
い
自
体
が
一
つ
の
ア
ポ
リ
ア
（
難
題
）
で
あ
る
。
医
師
や

弁
護
士
に
比
べ
て
、
教
師
の
専
門
性
を
簡
単
に
は
定
義
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
佐
藤
は
こ
の
ア
ポ
リ
ア
を
構
成
す
る
次
の
二
つ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
示
し
て
い
る
。

①
教
職
を
該
当
す
る
専
門
領
域
の
基
礎
科
学
と
応
用
科
学
（
科
学
的
技
術
）
の
成
熟
に
支
え
ら
れ
て
専
門
化
し
た
領
域
と
見
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な
し
、
専
門
的
力
量
を
教
育
学
や
心
理
学
に
基
づ
く
科
学
的
な
原
理
や
技
術
で
規
定
す
る
考
え
方
。
教
育
実
践
は
、
教
授
学
や

心
理
学
の
原
理
や
技
術
の
合
理
的
適
用
（
技
術
実
践
）
で
あ
り
、
教
師
は
そ
れ
ら
の
原
理
や
技
術
に
習
熟
し
た
技
術
的
熟
達
者

（tech
n
ica
l ex

p
ert

）
と
し
て
、
そ
の
専
門
的
成
長
は
、
教
職
関
連
領
域
の
科
学
的
な
知
識
や
技
術
を
習
得
す
る
技
術
的
熟
達

と
し
て
性
格
づ
け
ら
れ
る
。

②
教
職
を
、
複
雑
な
文
脈
で
複
合
的
な
問
題
解
決
を
行
う
文
化
的
・
社
会
的
実
践
の
領
域
と
と
ら
え
、
そ
の
専
門
的
力
量

を
、
問
題
状
況
に
主
体
的
に
関
与
し
て
子
ど
も
と
の
生
き
た
関
係
を
と
り
結
び
、
省
察
と
熟
考
に
よ
り
問
題
を
表
象
し
解
決
策

を
選
択
し
判
断
す
る
実
践
的
見
識
（p

ra
ctica

l w
isd
o
m

）
に
求
め
る
考
え
方
。
こ
の
立
場
に
立
て
ば
、
教
育
実
践
は
、
政
治

的
、
倫
理
的
な
価
値
の
実
現
と
喪
失
を
含
む
文
化
的
・
社
会
的
実
践
で
あ
り
、
教
師
は
経
験
の
反
省
を
基
礎
と
し
て
子
ど
も
の

価
値
あ
る
経
験
の
創
出
に
向
か
う
「
反
省
的
実
践
家
（reflectiv

e p
ra
ctitio

n
er

）」
で
あ
る
。
そ
の
専
門
的
成
長
は
、
複
雑

な
状
況
に
お
け
る
問
題
解
決
過
程
で
形
成
さ
れ
る
「
実
践
的
認
識
（p

ra
ctica

l ep
istem

o
lo
g
y

）」
の
発
達
で
性
格
づ
け
ら
れ

る
。（
佐
藤
ａ
、
二
〇
｜
二
二
頁
）

反
省
的
実
践
家
」
モ
デ
ル
は
、
教
師
の
「
自
律
性
」
と
「
見
識
」
に
基
礎
を
お
い
て
お
り
、
知
性
的
自
由
と
個
性
的
多
様

性
を
保
障
す
る
民
主
主
義
社
会
と
調
和
し
、
そ
の
社
会
を
標
榜
す
る
性
格
を
示
し
て
い
る
。

反
省
的
実
践
家
の
問
題
解
決
過
程
に
固
有
な
省
察
と
熟
考
の
様
式
は
、

①
刻
々
と
変
化
す
る
状
況
に
対
応
し
た
即
興
的
な
思
考

②
問
題
状
況
に
対
す
る
主
体
的
で
感
性
的
で
熟
考
的
な
関
与

③
問
題
の
表
象
に
お
け
る
多
元
的
な
視
点
の
総
合

④
問
題
の
表
象
と
解
決
に
お
け
る
文
脈
化
さ
れ
た
思
考
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⑤
実
践
過
程
に
お
け
る
不
断
の
問
題
の
構
成
と
再
構
成

の
五
つ
の
特
徴
で
表
現
さ
れ
る
実
践
的
な
思
考
様
式
を
形
成
し
機
能
さ
せ
て
い
る
。

反
省
的
実
践
家
の
実
践
は
、
あ
ら
か
じ
め
準
備
さ
れ
た
原
理
や
技
術
の
適
用
領
域
な
の
で
は
な
く
、
そ
の
経
験
と
反
省
を
通

し
て
実
践
的
な
知
識
や
見
識
が
形
成
さ
れ
機
能
す
る
領
域
。
こ
の
実
践
過
程
に
お
け
る
認
識
と
省
察
は
、
経
験
の
概
念
化
で
あ

り
、
こ
れ
ま
で
一
般
に
「
実
践
の
理
論
化
」
と
呼
ば
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
（
佐
藤
ａ
、
二
四
｜
五
頁
）。

要
す
る
に
、
臨
機
応
変
の
適
切
な
対
応
、
知
識
・
技
能
・
経
験
・
勘
を
含
め
た
総
合
的
な
判
断
・
行
動
が
求
め
ら
れ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
実
際
に
教
師
は
こ
れ
ら
の
専
門
性
を
ど
れ
だ
け
高
め
ら
れ
る
か
。

教
師
は
教
科
の
授
業
で
の
子
供
と
の
や
り
取
り
、
生
徒
指
導
、
部
活
指
導
、
学
校
行
事
な
ど
で
の
や
り
取
り
、
学
校
教
育
の

場
面
場
面
を
通
じ
て
子
供
た
ち
の
成
長
発
達
に
何
ら
か
の
貢
献
を
す
る
。
だ
が
教
師
は
、
ど
の
部
門
で
も
中
途
半
端
な
立
場
で

専
門
性
を
確
立
で
き
ず
に
つ
ぶ
し
が
き
か
な
い
人
材
に
な
っ
て
い
る
、
と
小
学
校
教
師
永
山
は
嘆
い
て
い
る
（
永
山
ａ
、
二
八

二
頁
）。

な
お
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
教
員
政
策
に
は
「
専
門
職
化
」
と
「
脱
専
門
職
化
」
の
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ト
な
方
向
が
同
居
し

て
お
り
、
日
教
組
は
後
者
に
政
策
転
換
を
図
っ
た
と
い
う
研
究
も
出
て
い
る

丸
山
）。

関
係
性

教
師
の
も
う
一
つ
の
特
徴
は
関
係
性
で
あ
る
。
人
間
は
一
人
だ
け
で
は
生
き
ら
れ
な
い
。
横
の
関
係
で
言
え
ば
、
家
族
、
他

人
、
社
会
、
国
家
、
世
界
、
更
に
は
自
然
の
中
で
関
係
を
保
ち
、
つ
な
が
り
を
も
っ
て
生
き
て
い
る
。
縦
の
関
係
で
言
え
ば
、

過
去
、
現
在
、
未
来
の
中
に
位
置
づ
い
て
い
る
。
過
去
に
は
こ
れ
ま
で
生
き
て
い
た
人
類
全
体
、
特
に
先
人
や
親
祖
先
と
そ
の

モラロジー研究 No.60,2007



歩
み
で
あ
る
歴
史
を
強
調
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
在
は
横
の
広
が
り
で
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
未
来
は
子
孫
、
広
く

言
え
ば
将
来
の
世
代
、
人
類
の
未
来
で
あ
る
。
だ
か
ら
教
師
は
、
子
供
た
ち
が
こ
れ
ら
の
関
係
性
、
つ
な
が
り
を
適
切
に
保
ち

育
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
教
師
は
、
自
ら
も
同
僚
と
、
保
護
者
と
、
学
校
を
支
え
る
人
々
と

人
間
的
な
関
係
を
築
く
必
要
が
あ
る
。
関
係
性
を
築
け
な
い
と
、
教
師
と
し
て
十
分
に
は
機
能
し
な
い
。
更
に
教
師
の
関
係
性

は
人
間
に
対
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
社
会
や
自
然
に
対
し
て
も
広
が
る
。
学
校
は
地
域
社
会
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
、
地

域
と
交
流
し
、
環
境
や
自
然
と
対
話
し
、
交
流
し
、
溶
け
込
み
、
関
係
性
を
結
ぶ
、
教
師
が
そ
の
働
き
か
け
を
積
極
的
に
担

う
、
子
供
た
ち
の
社
会
や
自
然
に
対
す
る
関
係
性
を
よ
り
有
効
な
も
の
に
し
て
い
く
専
門
家
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
六
）
女
性
教
師

江
戸
時
代
の
寺
子
屋
の
女
師
匠
は
、
江
戸
で
は
全
体
の
二
〇
％
を
占
め
た
（
花
井
、
千
葉
、
石
島
、
一
四
一
頁
）。
教
え
た

内
容
は
、
女
師
匠
経
営
の
寺
子
屋
で
は
読
・
書
・
算
の
初
歩
的
な
教
育
の
ほ
か
に
、
和
歌
・
裁
縫
、
礼
儀
、
作
法
な
ど
を

（
同
、
一
四
二
頁
）、
師
匠
の
妻
や
娘
が
助
教
と
し
て
、
女
児
に
裁
縫
、
生
花
、
茶
の
湯
を
教
え
る
か
た
ち
（
同
）
も
あ
っ
た
。

学
校
教
師
時
代
に
も
女
性
の
教
師
界
進
出
は
著
し
い
。「
大
正
期
に
至
っ
て
、
女
教
員
の
著
し
い
進
出
を
見
る
に
至
っ
た
こ

と
は
、
教
師
像
の
変
遷
上
見
逃
せ
な
い
現
象
で
あ
る
」（
唐
澤
、
一
〇
五
頁
）。
数
字
で
そ
の
進
出
振
り
を
み
る
と
、
表
１
の
よ

う
に
な
る
。

一
八
八
五
年
に
は
五
％
に
満
た
な
か
っ
た
女
性
教
師
が
一
九
二
〇
年
代
に
は
ほ
ぼ
三
分
の
一
を
占
め
る
に
至
っ
て
い
る
（
稲

垣
、
久
富
、
一
八
五
頁
）。「
日
清
戦
争
後
の
日
本
の
経
済
的
発
展
と
民
族
的
自
覚
と
を
背
景
と
し
て
勃
興
し
、
明
治
三
〇
年
代

に
な
る
と
女
子
の
就
学
率
は
急
速
に
上
昇
を
示
す
に
至
っ
た
。
…
…
こ
の
よ
う
な
傾
向
に
相
応
し
て
、
女
教
員
の
数
も
次
第
に
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増
加
し
た
。
特
に
日
露
戦
争
後
の
進
出

は
著
し
い
」（
唐
澤
、
一
二
九
頁
）。「
明

治
三
〇
年
代
か
ら
次
第
に
女
教
員
、
看

護
婦
、
タ
イ
ピ
ス
ト
、
交
換
手
、
記
者
、

事
務
員
な
ど
の
如
き
知
識
労
働
に
た
ず

さ
わ
る
婦
人
の
数
が
増
し
つ
つ
あ
っ
た

が
、
特
に
大
正
期
に
入
り
、
第
一
次
世

界
大
戦
後
急
激
に
膨
張
し
た
各
種
の
企

業
は
、
働
く
婦
人
を
大
量
に
職
場
に
吸

収
し
た
。
…
…
か
く
の
如
き
時
代
の
動

き
に
つ
れ
て
、
女
教
員
の
数
も
更
に
増

加
し
た
」（
唐
澤
、
一
二
九
｜
一
三
〇

頁
）、
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。

な
ぜ
、
女
性
の
教
師
が
増
え
た
の
か
。

女
性
が
他
の
職
場
よ
り
早
く
、
数
多
く

教
職
に
進
出
し
た
理
由
は
、
第
一
に
、

看
護
婦
や
保
母
と
同
じ
よ
う
に
、
子
ど

も
を
世
話
し
た
り
育
て
る
と
い
う
仕
事

男性教師 女性教師 合計
女性教師

の割合

1885年（明治18) 94,629 4,881 99,510 4％

1900 （明治33) 80,672 12,227 92,899 13％

1912 （大正 4) 117,182 45,810 162,922 28％

1930 （大正 5) 159,589 75,210 234,799 32％

（『日本近代教育史事典』より算出）

表１ 過去の女性小学校教師の割合

男性教師 女性教師 合計 女性の割合

小 学 校 155,907 261,951 417,858 62％

(昭和前期の倍)

中 学 校 146,036 102,244 248,280 41.2％

高等学校 178,713 69,091 247,804 27.9％

幼 稚 園 6,904 103,903 110,807 93.8％

幼 ＋ 小 162,811 365,854 528,665 69.2％

(cf.英84.6％、仏78.9

％：1999年）

幼小中高 487,560 537,189 1,024,749 52.4％

小 中 高 480,656 437,286 913,942 48.85％

(中等学校、専門学校、

専修学校を除く）

出典：文部科学省平成18年度学校基本調査

表２ 現代女性教師の割合
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が
女
性
に
適
職
だ
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
（
長
島
、
一
四
八
頁
）
で
あ
る
。

第
二
に
、男
性
教
師
よ
り
も
低
賃
金
で
雇
っ
て
い
た
。
経
費
節
約
の
た
め
で
あ
る
（
初
期
の
ア
メ
リ
カ
で
も
同
様
）。
社
会
一

般
だ
け
で
は
な
く
、
女
性
教
師
自
身
に
も
、
明
治
時
代
に
は
「
女
教
員
は
、
男
教
員
の
代
用
と
い
う
観
念
が
支
配
し
、
女
教
員

そ
れ
自
身
の
使
命
に
つ
い
て
考
察
す
る
点
に
於
い
て
不
十
分
で
あ
っ
た
」（
唐
澤
、
一
三
三
頁
）
傾
向
が
強
い
。

現
代
の
女
性
教
師
の
割
合
は
表
２
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
幼
稚
園
で
は
園
長
以
外
は
ほ
と
ん
ど
が
女
性
教
師
、
小
学
校
で

も
六
割
を
超
え
、
中
学
校
で
は
四
割
を
超
え
て
い
る
。

女
性
特
有
の
問
題

子
供
は
強
い
男
の
先
生
の
前
と
、
女
の
先
生
の
前
で
は
態
度
が
豹
変
す
る
（
河
村
、
二
四
頁
）
こ
と
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
女

性
教
師
特
有
の
問
題
と
し
て
、「
中
学
校
で
の
女
性
教
師
の
立
場
は
最
近
と
み
に
難
し
く
な
り
、
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
見

過
ご
す
と
生
徒
か
ら
あ
ら
ゆ
る
面
で
な
め
ら
れ
て
し
ま
う
と
い
う
不
安
が
あ
り
、
常
に
身
構
え
て
し
ま
う
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ

る
」（
新
井
、
三
五
頁
）
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
主
要
教
科
以
外
の
教
科
教
師
に
も
同
様
の
問
題
は
あ
る
が
。

さ
ら
に
女
性
が
職
業
を
も
つ
場
合
の
困
難
と
し
て
、
家
庭
や
子
ど
も
を
も
っ
た
場
合
に
、
仕
事
に
専
念
で
き
る
か
と
い
う
問

題
が
あ
る
。
生
徒
全
員
に
、
学
習
進
度
や
個
性
に
合
わ
せ
て
別
々
の
教
材
を
常
に
用
意
し
て
一
世
を
風
靡
し
た
国
語
女
性
教
師

の
大
村
は
ま
は
教
職
に
一
生
を
捧
げ
て
結
婚
し
な
い
道
を
選
ん
だ
。
た
だ
、
そ
れ
は
男
性
教
師
に
も
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
も
共

通
し
て
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。
仕
事
に
打
ち
込
み
す
ぎ
る
と
、
結
婚
し
な
い
か
、
結
婚
し
て
も
家
庭
を
顧
み
な
い
こ
と
に
な
り

が
ち
で
あ
る
。
女
性
教
師
が
仕
事
に
打
ち
込
も
う
と
努
力
す
る
時
負
担
に
な
る
も
の
は
、
妊
娠
、
出
産
、
育
児
で
あ
ろ
う
。
女

性
教
師
が
休
む
こ
と
に
よ
っ
て
児
童
生
徒
が
不
利
益
を
こ
う
む
ら
な
い
よ
う
な
制
度
が
必
要
（
長
島
、
一
五
三
｜
四
頁
）
で
あ

日本の教師観の変遷と現代教師観の課題（上)



る
が
、
そ
の
補
償
は
未
だ
に
十
分
で
は
な
い
。

（
七
）
現
代
教
師
の
職
業
分
析

教
師
の
困
難

現
代
の
教
師
は
日
々
、
以
下
の
よ
う
に
様
々
な
困
難
と
戦
っ
て
い
る
。

◎
学
級
・
学
校
崩
壊
、
い
じ
め
、
等
へ
の
対
応
に
忙
し
い

◎
事
務
量
の
増
加
、
多
忙

雑
務
が
非
常
に
多
い
｜
授
業
は
全
体
の
仕
事
の
一
〇
分
の
一
程
度
に
し
か
過
ぎ
な
い
。「
校
務
分
掌
の
す
べ
て
が
教
育
と
は

無
関
係
と
は
い
え
な
い
に
せ
よ
、
本
来
事
務
職
員
の
や
る
べ
き
仕
事
の
か
な
り
の
部
分
ま
で
、
教
師
の
校
務
分
掌
に
繰
り
込
ま

れ
て
い
る
の
が
現
実
で
あ
る
」（
長
島
、
一
三
頁
）。
結
局
、未
だ
に
Ｉ
Ｌ
Ｏ
・
ユ
ネ
ス
コ
の
勧
告
が
活
か
さ
れ
て
い
な
い
の
で

あ
る
。

◎
保
護
者
の
身
勝
手
な
要
求
の
事
例
（『
産
経
新
聞
』
ａ
）

《

保
育
園
・
幼
稚
園》

「
う
ち
の
子
は
箱
入
り
娘
で
育
て
た
い
。
誰
と
も
け
ん
か
さ
せ
な
い
と
い
う
念
書
を
提
出
し
ろ
」

「
行
事
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
で
う
ち
の
子
が
真
ん
中
に
写
っ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
だ
」

「
子
ど
も
が
一
つ
の
お
も
ち
ゃ
を
取
り
合
っ
て
け
ん
か
に
な
る
か
ら
そ
の
お
も
ち
ゃ
を
置
か
な
い
で
ほ
し
い
」

《

小
学
校》

「
あ
の
子
の
親
と
仲
が
悪
い
か
ら
、
今
す
ぐ
う
ち
の
子
を
別
の
ク
ラ
ス
に
移
し
て
」
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「
石
を
ぶ
つ
け
て
ガ
ラ
ス
を
割
っ
た
の
は
、
そ
こ
に
石
が
落
ち
て
い
た
の
が
悪
い
」

「
う
ち
の
子
が
け
が
し
て
学
校
を
休
む
間
、
け
が
を
さ
せ
た
子
も
学
校
を
休
ま
せ
ろ
」

「
義
務
教
育
だ
か
ら
給
食
費
は
払
わ
な
い
」

「（
夜
中
に
電
話
で
呼
び
出
し
て
）
飲
食
店
で
の
話
し
合
い
に
応
じ
ろ
」

《

中
学
校》

「（
保
護
者
が
ク
レ
ー
ム
を
言
い
に
来
た
日
の
）
休
業
補
償
を
支
払
え
」

「（
持
ち
込
み
禁
止
の
携
帯
電
話
を
生
徒
か
ら
取
り
上
げ
て
）
基
本
料
金
を
日
割
り
で
払
え
」

「
風
呂
に
入
ら
な
い
の
で
入
る
よ
う
に
言
っ
て
ほ
し
い
」

「（
け
が
を
し
た
生
徒
を
病
院
に
行
か
せ
た
と
こ
ろ
）
な
ん
で
や
ぶ
医
者
に
行
か
せ
る
ん
だ
」

教
師
に
対
し
て
尊
敬
す
る
ど
こ
ろ
か
、
見
下
し
て
い
る
。
学
校
や
教
師
に
対
す
る
保
護
者
の
こ
れ
ら
の
「
新
種
の
ま
な
ざ

し
」
は
、
親
の
世
代
が
学
校
の
根
元
的
な
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
不
信
感
や
ル
サ
ン
チ
マ
ン
を
も
つ
こ
と
か
ら
く
る
（
永
山
ａ
、

二
〇
八
頁
）
と
い
う
指
摘
が
当
た
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

◎
成
果
主
義
（
進
学
実
績
、
部
活
で
の
活
躍
等
）

教
師
の
実
践
を
客
観
的
に
評
価
で
き
る
安
定
し
た
基
準
は
ど
こ
に
も
存
在
し
て
い
な
い
（
稲
垣
、
久
富
、
三
四
頁
）
の
で
、

つ
い
目
に
見
え
る
も
の
、
例
え
ば
有
名
大
学
へ
の
入
学
者
数
、
部
活
で
の
活
躍
な
ど
に
頼
り
が
ち
と
な
る
。

◎
行
政
の
方
針
転
換
に
翻
弄
さ
れ
る

◎
教
師
バ
ッ
シ
ン
グ

教
師
は
保
護
者
、
地
域
、
マ
ス
コ
ミ
、
教
育
委
員
会
な
ど
か
ら
絶
え
ず
見
ら
れ
て
い
る
、
厳
し
い
評
価
が
下
さ
れ
る
。

日本の教師観の変遷と現代教師観の課題（上)



◎
燃
え
尽
き
症
候
群

燃
え
尽
き
症
候
群
と
は
、「
理
想
を
抱
き
、
真
面
目
に
仕
事
に
専
心
す
る
な
か
で
、
…
…
様
々
な
ス
ト
レ
ス
に
さ
ら
さ
れ
た

結
果
、
…
…
消
耗
し
極
度
の
疲
弊
を
き
た
す
に
至
っ
た
状
態
」（
新
井
、
一
八
頁
）、「
な
に
か
が
完
了
し
た
と
い
う
充
実
感
を
、

教
師
た
ち
は
学
校
行
事
や
儀
式
の
後
か
た
づ
け
の
時
に
わ
ず
か
に
感
じ
る
だ
け
」（
稲
垣
、
久
富
、
三
五
頁
）
の
状
態
に
陥
っ

た
こ
と
を
示
す
。
夜
遅
く
や
休
日
に
残
業
し
て
子
ど
も
の
教
育
に
尽
く
す
の
が
熱
意
あ
る
教
師
と
評
価
の
基
準
に
さ
れ
た
の
で

は
身
が
も
た
な
い
。
教
師
の
サ
ー
ビ
ス
残
業
を
当
然
視
す
る
よ
う
な
雰
囲
気
が
、
管
理
職
、
保
護
者
の
間
に
広
が
っ
て
い
る

（
河
村
、
三
四
頁
）。

教
師
に
対
す
る
期
待
は
、
教
師
が
熱
心
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
際
限
の
な
い
も
の
」「
努
力
が
報
わ
れ
ず
に
、
徒
労
感
だ
け

が
蓄
積
さ
れ
、
教
師
と
し
て
の
存
在
意
義
や
自
信
を
見
失
っ
て
い
く
」（
新
井
、
一
七
頁
）
の
で
あ
る
。
パ
ソ
コ
ン
教
育
や
英

語
な
ど
、
今
ま
で
に
な
い
新
し
い
教
育
内
容
も
導
入
さ
れ
て
お
り
（
河
村
、
三
六
頁
）、
そ
れ
に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

企
業
や
役
所
の
組
織
と
比
べ
て
教
師
の
地
位
の
シ
ス
テ
ム
は
単
純
で
、
昇
進
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
満
足
が
得
に
く
い
（
長

島
、
一
五
頁
）
と
い
う
こ
と
も
影
響
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

◎
抑
鬱
感
を
も
つ
男
性
教
師
は
他
の
職
種
の
一
・
八
倍
、
仕
事
量
が
多
い
と
感
じ
る
女
性
教
師
は
他
の
職
種
の
四
・
六
倍

（『
産
経
新
聞
』
ｂ
）

◎
精
神
的
疾
患
に
よ
る
休
職
者

平
成
一
七
年
度
、
休
職
教
師
七
〇
一
七
人
中
精
神
的
疾
患
は
過
去
最
多
で
、
前
年
比
一
七
％
増
の
四
一
七
八
人
（
休
職
者
全
体

の
六
〇
％
）（『
東
京
新
聞
』）。
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埼
玉
県
で
新
人
教
師
の
勉
強
グ
ル
ー
プ
を
主
宰
す
る
増
田
修
治
に
よ
れ
ば
、
早
期
退

職
す
る
理
由
は

①
職
場
の
人
間
関
係
に
悩
む

②
子
供
と
う
ま
く
い
か
な
い

③
親
の
理
不
尽
さ
に
対
応
で
き
な
い

④
同
僚
も
忙
し
く
て
相
談
で
き
な
い

⑤
突
発
的
な
出
来
事
に
対
応
で
き
な
い

⑥
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
る
前
に
第
二
の
人
生
の
再
出
発
を
し
た
い

増
田
）、
な
ど
で
あ

る
。

◎
学
校
教
師
の
閉
鎖
性

も
っ
と
も
、
教
師
を
取
り
巻
く
状
況
か
ら
く
る
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
現
代
教
師
自

身
の
問
題
も
あ
る
。
一
つ
は
、「
学
級
王
国
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
教
師
が
他
の
教

師
の
ク
ラ
ス
の
中
に
入
り
込
ん
で
共
同
で
ク
ラ
ス
の
問
題
解
決
に
当
た
る
こ
と
を
避

け
、
あ
る
い
は
学
校
の
抱
え
る
問
題
を
隠
し
て
地
域
全
体
と
し
て
取
り
組
も
う
と
い
う

姿
勢
を
取
り
た
が
ら
な
い
傾
向
に
あ
る
と
い
う
学
校
教
師
の
閉
鎖
性
の
問
題
で
あ
る
。

ま
た
、
最
近
の
教
師
の
特
徴
と
し
て
、
子
供
、
保
護
者
、
同
僚
と
話
や
意
志
疎
通
が
出

来
な
い
、
学
校
し
か
経
験
し
て
い
な
い
の
で
視
野
が
狭
い
、
結
婚
相
手
や
交
友
関
係
が

学
校
関
係
者
に
限
定
さ
れ
が
ち
で
あ
る
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ト
す
る
力
が
低
下
し
て
い
る

退職者人数

(2001年度)

対象年齢教員数に対する割合

(2005年度)

20歳台 20名 0.47％

30－35 23名 0.68％

36－39 14名 0.51％

40－45 88名 1.2％

46－49 205名 2.8％

50－55 398名 3.8％

56－60 392名 9％

（埼玉県教委HP上の数字から算出)

表３ 早期退職する教師：埼玉県の事例
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な
ど
が
あ
る
。
時
間
で
働
く
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
意
識
を
と
い
う
こ
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
結
果
、
授
業
力
不
足
や
子
供

と
意
志
疎
通
で
き
な
い
、
い
わ
ゆ
る
「
問
題
教
師
」
の
存
在
が
浮
か
び
上
が
っ
て
い
る
。「
教
師
集
団
の
悪
し
き
習
癖
と
し
て
、

学
年
あ
る
い
は
学
科
・
教
科
の
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
と
ら
わ
れ
、
外
に
弱
み
を
見
せ
ま
い
と
し
て
閉
鎖
的
体
質
に
陥
り
や
す

い
と
い
う
点
」（
新
井
、
五
二
頁
）
が
あ
り
、「
教
師
同
士
が
、
共
同
で
子
ど
も
の
教
育
に
あ
た
る
こ
と
が
少
な
く
な
り
、
教
師

個
々
は
、
学
級
や
教
科
に
閉
鎖
的
に
な
っ
て
い
っ
た
」（
神
田
）
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
大
人
世
代
全
体
に
よ
る
子
ど
も
世
代
の
教
育
の
可
能
性
を
探
り
、
少
し
で
も
教
師
の
孤
立
状
態
を
和
ら
げ
る
こ
と

が
必
要
（
高
橋
ｂ
、
一
八
四
頁
）
と
な
る
。
子
供
時
代
か
ら
兄
弟
姉
妹
が
少
な
い
こ
と
、
他
人
と
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
た

く
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
踏
み
込
ん
だ
友
人
関
係
を
持
た
な
い
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
。

◎
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
低
下
は
現
代
人
特
有
の
問
題
で
あ
る
。

◎
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化
（
小
市
民
的
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
的
教
師
は
明
治
末
か
ら
大
正
前
半
に
も
見
ら
れ
た
）

戦
後
の
高
度
経
済
成
長
期
に
は
、
教
師
の
待
遇
は
民
間
企
業
就
業
者
に
比
し
て
悪
か
っ
た
の
で
、
積
極
的
に
教
師
を
志
望
す

る
者
が
少
な
く
、「
教
師
に
で
も
」
な
る
か
、「
教
師
に
し
か
」
な
れ
な
い
「
デ
モ
シ
カ
教
師
」
が
出
現
し
た
た
め
、
優
秀
な
人

材
確
保
に
は
待
遇
改
善
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
、昭
和
四
九
年
（
一
九
七
四
年
）「
人
材
確
保
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」（
人
確

法
）
が
成
立
し
て
、教
員
の
給
与
は
一
般
行
政
職
よ
り
四
％
多
く
な
っ
た
。

◎
仕
事
に
就
い
た
と
た
ん
に
「
せ
ん
せ
い
」「
せ
ん
せ
い
」
と
も
ち
上
げ
ら
れ
、
教
師
た
ち
は
知
ら
な
い
う
ち
に
一
種
の

「
尊
大
症
候
群
」
と
も
呼
ぶ
べ
き
性
癖
へ
と
い
ざ
な
わ
れ
て
い
く
（
久
富
、
七
頁
）

◎
教
師
同
士
の
結
婚
が
六
割
（
同
）
も
あ
り
、
さ
ら
に
、
仕
事
を
離
れ
て
も
、
結
婚
に
お
い
て
も
、
そ
の
人
間
関
係
は
教
師

世
界
に
閉
じ
ら
れ
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
（
同
、
九
頁
）
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◎
問
題
教
師
の
現
実

・
酒
臭
い
ま
ま
教
壇
に
立
つ

・
入
試
問
題
が
解
け
な
い

・
宿
題
を
出
し
て
も
見
な
い

・
生
徒
の
目
を
見
て
話
す
こ
と
が
で
き
な
い

・
生
徒
全
員
が
教
室
を
抜
け
出
し
て
も
、
黒
板
に
向
か
っ
て
淡
々
と
授
業
を
続
け
る

・
ま
と
も
に
授
業
が
で
き
な
い

・
子
供
や
保
護
者
と
話
が
で
き
な
い
、
等
（『
読
売
新
聞
』）

以
上
、
日
本
の
教
師
観
を
論
じ
て
き
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
教
育
論
、
教
師
論
に
は
社
会
構
造
の
分
析
が
足
り
な
い
。
そ
れ
は

（
下
）
で
論
じ
る
。
な
お
、
引
用
・
参
考
文
献
は
一
括
し
て
（
下
）
に
ま
と
め
る
。
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